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＜連絡事項＞

・下記の内容でグループワーク課内研修を行います。

テーマ：「看護過程」

日時　：7月13日（月）17：30～18：30

場所　：メンタルケア3階会議室

対象　：入職5年以下の看護・介護スタッフ

グループワークを進める前の学習ですので、筆記用具を持参の上できるだけ参加をお願いします。今後対象の方には、看護過程に関するグループワークを全4回受けて頂きます。対象者には、メールでもお知らせしています。
・7/16（木）からの17時～のAユニット留守番は、北と東のスタッフが入ります。

　火・木曜日―北病棟で、それ以外の曜日は東病棟です。

・WIZのスケジュール入力をまだ行っていない方は、7/11（土）までに行って下さい。

・記入もれあるカルテチェックを7/13（月）までに行って下さい。担当者で協力し合い、早めに終わらせて下さい。青い付箋は取らずに、チェックが終わったら「OK」と書いて置いといて下さい。

　又、カルテの綴り順がバラバラです。５月のカルテチェックから、カルテの一番後ろに挟んであるチェック表リストを活用しながら、カルテチェックを進めて下さい。

　第一土曜日（５月分のカルテは８/１までに！）までにチェックをし、専用のボックスに入れ患者様一覧表の用紙にもチェック忘れずにお願いします。（受け持ち担当者で行って下さい。）

＜患者様連絡事項＞

・谷内　愛子様～カタリンK点眼薬１本処方となっています。

・飛鳥　公平様　　シンラック液１本処方となっています。

・田端　玲子様

・吉田　光男様～右眼の悪化あり、本日松橋眼科受診されています。切開の為市民病院受診しています。切開し排膿しています。少しの間、排膿続くと思いますので、その都度、ガーゼ交換+点眼薬行って下さい。

　　　　　　　　次回の受診は、7/13（月）の10:30の予約で家族付き添いのもと、市民病院受診する予定です。

＜施設入所検討＞

・工藤　豊様～現在グループホーム１件のみ申し込みをしています。

現在の問題点として、徘徊・他室侵入・収集癖・弄便行為・テレビ弄り、介入に対し易怒的となる事みられています。

　　　　　　　現在の状態では、グループホーム入居は難しい為、早めに主治医面談を組み、グループホーム以外の施設も申し込みして頂くよう、進めていきましょう。

又、奥様の面会時には、現状の説明を細かく説明していきましょう。受け持ち担当者は、早く動いて下さい。

・和田　敦子様～現在南山苑１件のみ申し込みしています。

現在の状態であればグループホームは可能ではないか?主治医面談を組み、他の施設も申し込みして頂くよう、進めていきましょう。受け持ち担当者は、早く動いて下さい。

※他施設に入所できるよう、受け持ち担当者は、どんどん進めていきましょう。

＜受け持ち患者様NCP評価・検討＞

・角谷　育子様～現在の看護計画→＃１他者との交流が少ない、＃2認知症による思考の混乱、＃3食事を捨てたり残す事がある。以上が立案されています。
　　　　　　　　改善見られず、今後も継続していく予定です。

　　　　　　　　現在、業者洗濯ですが、隠れて自分で洗濯している事あります。入浴担当者は、入浴日に自室も忘れずにチェックし、汚れ物を回収していきましょう。

　　　　　　　　又、食事に関して現在も「ご飯を減らして下さい」と直接日清のスタッフにいう事見られています。必要な食事量である事をその都度、説明し理解して頂きましょう。

　　　　　　　

・前川原　勝美様～現在の看護計画→＃1認知症による日常生活に支障があるが立案されています。今後も継続予定です。
　　　　　　　　　ADLの低下見られ、全介助要しています。又、夕方からの活動性もみられています。転倒・転落に注意し身体の状態の悪化を見逃さないよう観察していきましょう。







